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新科目「グローバルライフj 実践報告
家庭科 問中友紀子
筑波大学1I付属坂戸高等学校は、平成26年度にスーパーグローバルハイスクール(以下、 SG I-1) に指定
された。 SGHカリキュラムにおいて基礎科目としての役割を担う「グローバノレライフj は家庭基{i楚をベー
スとし、国際化を身近な課題として意識させ日常生活から世界とのつながりを感じられる授業を目指し、家
庭科と他教科との連携を図りながら開発している。開発宗万年度の平成 26年度では主に 2学期から「グロー
バルライブj として実践してきた。ここまでの取り組みをまとめ、次年度以降における科目の充実に生かし
7こし 1D
キーワード SGH 地球市民性 グローバルな視点 家庭ー 科
1 .はじめに(設置の背景)
SGH指定にあたり、オ斗交の国際に関する熟題を見直
すと、国際的分野に関心をもっ生徒の偏りや国際的な行
事や取り組みについて校外学習を除くと全体にゆきわた
っていないことが挙げられた。私もこれまでに国際に関
する行事や取り組みに対しては、主な担当者で、はなかっ
たということもあり、“参加"や“協力"にとどまってい
た一人である。しかし、今回教材相;究を通じて意識が一
番変化したのは私自身かもしれないと感じている口
国際的分野に関心をもつためには、まずは自分と関係
のあることとしてとらえることが必須であると考えてい
る。これは福祉科目の開発・改善を行う際にも5恥包とな
っている点でもある。行動変容・主体形成を促すのはな
かなか難ししもしかし、ヰ寸交の生徒の良い面である素直
に吸収し考え“心が揺さぶられた"というところまで、
まずはもっていきたいD この科目ではまず気付かせる・
きっかけ作りを目指し討託子してきた経過について述べた
?
、 、? ?
「グロー ノくノレライフjは、これまで1年次必修科目と
して2単位で開講していた「家庭盈訟を設置学年はそ
のままに、世界についても視野が広がるように内容を発
展させ、生徒が身近な課題から国際的な熟題を考察する
ことを目指している口また、 3年次に取り組む卒業(課
題)研究で必要とされる5思想発見力、百果趨'梓決力を養う
ために、 SGH基礎科目として意識づけやE当時づけをす
ることが本科自の使命である口
2 学習目標の設定
本科目内容のベースとなる「家庭基礎jの学習指尊要
領の目標は、「人の一生と家族・家庭及ひ沼祉、衣食住、
消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習
得させ、家庭ベコ1出或の生活言殿Eを主体的に解決するとと
もに、生活の充実向上を図る能力と実践的な蜘支を育て
る」である。生活のあらゆる場面でグローバル化が進ん
でいる近年、生活上の課題ーやj出成社会の諜!趨の解決につ
いて考えていく I=(二!で海外とのつながりを無杭見することは
できなしも私たちの生活そのものが1i抄トと密接な関わり
を持っている。しかし、私たちは日常の中でそれらを意
識しながら生活することはあまりない。このような担;宅
生活の中から地球市民としての気づきを促し、|持の国・
遠く南街もた国で起きていることは、私には関係ないでは
なく、校、とと寸こかで、つながっているということを意識さ
せ、これからの暮らし方について考えさせたしL これら
をふまえ、下記3点を科目の自襟として設定した。
1 )自分を見つめる・自分らしさを考える口{朗雪理解
に努める。
2) 世界で起きている現実を理解し、世界と自分の生
活とのつながりについて考える。
3) 自分の文化も相手の文化も理事梓し、尊重できる。
今年度は、討託子段階でもあるため、家庭基礎としての
授業目標である“自分・自分の生活をみつめること"に
重きをおいた。授業を通じて、問題の構造を理梓し、
づく・考える活動を通じて、暮らしに関するあらゆるこ
とと社会で、起きていること・世界とがつながっているこ
とを認識させること口大人だけが、もしくは世界で活躍
する人だけが世界と関わっているのではなく、高校生で
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ある自分たちも世界の様々なこととつながっており、自
分と関係、のないものではないとし、う意識を持たせたしL
そして、自分のすぐ近くにあるもの、日々の私たちの暮
らしと社会や世界における問題に気付き、生活主体とし
てその問題に向き合い、より良い生活に活かしていくこ
とのできる力を育みたい。授業を通じて視野を広げ考え
るきっかけを提供したいと考えている口
3. 授業非黄成
<全体としての守新数>
今年度は2学期lから始め、取り組みの特徴としては、
1)学習分野の精選
2) 自国の生活文化の扱い
3) 自分の生活を見つめる字見i支を霊視した構成
という 3点が挙げられる。
1 )学習分野の精選
家庭基礎の学習内容は多岐にわたる。どの分野も大切
である。しかし、限られた時間の中で地球市民の1人と
して主体的に考えるためには じっくりと考える時間が
必要だと判断した。そのため、家庭基礎にある全ての分
野を万遍なく学習するよりも、生徒が実感しやすく発展
的に考え続けることのできる分野に絞り開発していくこ
と、これまでの多岐にわたる分野は考える際のひとつの
視点として盛り込むなど、生活を考えるうえでどの人に
とっても身近'に感じやすし1題材である「食j分野を中心
に、今年度の誤託子では取り組むこととした。
2)自国の生活文化の扱い
グ、ロー バノレ人材(士僻求市区む としての意識や視野を持
たせるためにも、日本以外の国々とのつながりに加え、
“私・日本"を考え、“他者・他国"との比較によって再
考することで、他渚理解、自己閣制充実すると考える。
そのため、高等学校豹定評ヰ学習指導要領の改善の具イ相当句
事項にもあるように、日本の生活文化についても基礎的
な範沼で扱い、自本人としての自分、自本に住む私とし
て生活文化を見つめ直すことができるように構成するこ
ととした。
3) 自分の生活を見つめる視点、を露見した構成
今回の科呂開発では、“{也人事にしなしザ“身近に引き
寄せて考える"ことを郵見している。そのためには、家
麟ヰで大切にしている「私の生活Jを見つめ直すことか
ら始め、「私の生活Jが f社会・世界」とどのようにつな
がっているのかを知り、再び「私の生活Jを考えるとし1
う蹴1で構成することとし九
4 授業実践の実際
<1学期>
1物;は指定を受けて間もなし、i時期]だ、ったため、家庭
基礎の分野の中でも家庭・自分と相会とのつながりを最
も考える分野である場設fm丞済JI消費生活jに取り紐ま
せ、消費の観京から生徒自身の生活を見つめさせること
とした。
<2学期>
2学講Ijからはク守口一ノくノレライフとして、内容を変更し
3羽子を始めた。その際、今後の授業方針ーなどについてガ
イダンスを千子ってから女合めたo
. rグ、口一1¥ルライフjガイダンス
本科目はこれまでの家庭基礎とは内容を大きく変える。
家庭基礎として養いたい完封支・力だけではなくそこへ世
界を視野に入れてものごとを考えること、その意義、授
業計画、評価方針について話をした。また、材交のSG
Hカリキュラムの概要、 SGH基礎手ヰ目として位置づけ
られるグローノヤレライフの果たす役割について説明した。
しかし、このようにガイダンスを行ったものの、生徒の
中には、家庭科という科自からイメージする内容である
保育や半期民などができなくなってしまし守支念だと漏らす
者、内容が念、に替えられたと表現する者もおり、函惑し
ている様子が感じとれた。生徒にとっても教員にとって
も前ヲ違憲異で進めてし、く以上、毎回の授業で目標や学ぶ
意義などについて、丁寧な説明をし、瑚引こ努めたいと
感じた。
幽自分の匿の食文化
世;界のことを知るためには、まずは日本のことを知る
ことが必要である。世界と私たちの生活のつながりを考
えるうえでもまずは私の生活について知らなければ深く
理解することは難しいと考えた。そこで、いきなり世界
の食べ物についてやるのではなく、現代の私たちの食生
活の顎J犬、だし文化について取り上げることとした。授
業は一部、埼玉大学の協力を経て行ったO
自分の食生活チェックから日本人の食の現状について、
食事の多様化、洋風化を栄養面から考えると同時に、日
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本人の食生活の変遷について食料自給率の変化にも注目
させた。その流れの中で20 1 31~三 1 2月に世界無形文
化遺産になった和食とその食文化について取り上げた。
1:3本の食の現状と食文化とし¥う視i去を重視し、認定され
た背景について考えさせ、日本の多様化する食の中で改
めて和食とはf可かについて考えさせた也
侵業方法は講義だけで、なく、本十交の生徒の好きな保験
的な活動を盛り込み、かつおぶしを削る・だしの飲み比
べ、だ、しを使った料理の展開として-汁三菜献立の調理
実習も取り入れた。特に埼玉大学の協力を経て一部のク
ラスで、行った立腐と三つ葉にもみじの7絃を浮カバたすま
し汁の討延次の|際には、各自が椀の蓋を開けたときに fわ
あ~J iきれしリと言った歓声が起こった口その後の生徒
の戚!思にも、和食の特徴・伝えたい日本の食iこついて考
えさせる際にも、和食は季節J惑を大切にするという点が
強く1=1象に残った様子で、あった。
-日本の食と世界とのつながり""/¥-ム油~
前の単元では食生活の変化で油精の段取量が増えてい
ることを学んだ後でもあり、私たちの生活と世界がつな
がっていることを知る題材として、私たちの生活にもは
や欠カ￥せなしオ掛か性油)j語、中で、もパー ム油から世界との
つながりを考えさせることとした。授業のJ樹忠からは授
業を通じてハッとさせられた口初めて知ったとしづ生徒
も多かったようである。特に響いた部分は、パーム油を
用し1て製造している某チョコレート菓子メーカーを社時り
する動画だ、ったようである。生徒のよく食べるチョコレ
ート菓子だ、ったこともあり、チョコレート製造に欠カシせ
なし1パーム油が環境負荷を与えていたことを初めて知り
ショックを受けてし \1~ また、その動画が菓子メーカー
を動かし、環境に与える負荷を最小限にとどめるようメ
ーカーが努力をするようになり、そのような第一歩によ
って企業に変化をもたらすこともあるという点が印象的
だったとJ言諸国こ書いてくれた生徒もいた。
-日本の食と世界とのつながり~食品口ス~
日本の食料自給率、世界とのつながりについてパーム
油を切り口に視野を世界へ向けたところで私たちの食の
在り方を考えさせる題材として、食品ロスを取り上げた。
食品ロスは日本の食の現伏を見つめさせる題材として活
かしやすし、が、世界の現伏も併せて意識して考えさせる
ことを重視した。高校生は家族と暮らすため、食生活を
つくる主体は保護者である者がほとんどである。そのた
め、冷蔵庫の中で食品ロスとなっていく食べ物があるこ
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とについては、自分のこととしてはなかなかとらえにく
かったようである。食品ロスにしてしまう人への一方的
な社伸jが目立った。食品ロスの原因が個人に起因するた、
けでなく、食品メーカーにも一因があることや無駄にし
ない工夫について伝えると同時にセカンドノ¥ーベストジ
ャパンなと。による食l見ロスの活用事例についても紹介し
た。生徒によっては、世界の食i1fty援の量と変わらない
多くの食べ物をこんなに食料自給率の低い日本が捨てて
しまっている現状に憂いながら、自分の生活に立ち戻っ
て考える者もいた。
<3学事月>
・私たちの生活について考える~コンビニ~
便利なことが当たり前になっている私たちの生活につ
いて考えさせたいとの思いでコンビニについて扱うこと
にしたq 当初はコンビニ弁当のフードマイレージについ
て取り上げるつもりでいたが叶わず、コンビニの現状と
便利さの追及による弊害について考えさせるに留まって
しまった。私たちの暮らしになくてはならなし可制王とな
っているコンビニの光と影の両国を見せることで私たち
の暮らしの在りブ引こついて考えさせるのがねらいだ、った
が、コンビニを利用しないことは もはやなかなか難し
し1にもかかわらず fコンビニを利府しすぎるとダメ人間
になってしまうJという?弱泊予〕な意見で、まとまってしま
った生徒も多かった。でもここにこの科目のジレンマ、
難しさがある。現実を理手)卒し、ではどうしたらいいのか
考えてはみるものの どうしたら良し 1のかわからなしL
どうしようもできない自分に気付く。すっきりと答えが
出るものではないということで消化不良のようなものに
なってしまうこともある。 H寺問が許すならばその「どう
したらいいのだろうj と考え続ける生徒に苓り添い、一
緒に考えたいがそれは難しい。この取り組みは、身近近aで、
私たちの生活に不可可.欠なもので
材材aで、あつたと~l感惑じているO
-B本に住む外国の人との交流
埼玉大学に留学中の学生を]人お招きし、自分の留の
食べ物についての話をしてもらった母国がバングラデ
シュということで、生徒はバングラデシュについて事前
に調べ学習を行い、交流当日は教員の作ったパンク守ラデ
シュ料理を皆で試食した。交流といっても 1対40での
講演形式で、の授業だったため、もっと関わる時間が欲し
かったとし 1う声もあったが、生徒はとても府j激を受けた
ようで是非来年の I年生に、もやってあげてくださいとい
う生徒までいたむ取り組みとしては、成功かもしれない
が、よりブラッシコー アッフGしていくには、日本の当たり
前が世界で、の当たり ~Jではないということについてもっ
と考えさせるような展開をできるとさらによかったと考
えている。また、今回は 1 クラスで、の詐桁二的な~Jj包で、あ
ったため実現できたが、次年度にも行う場合には、綿密
な計画と調整が鍵となるであろう口
. ，.5、サかえり
ここまで何を学んできたかということを生徒自身も確
認し、もう一度これからの自分の生活の在り方について
考えてほしいとの思いで、校内で国際教育を日頃から担
当されている先生方のお力も借りながら、ふりかえりの
手法を考えt~ 映像を再生して学習項目について刺激を
与え151いl出させる手法を簡1各化し、これまでに授業で使
ってきた鍵となるような画像を紙に印刷して出U汗し、そ
れを用いて、授業内容の関連性を考えながらまとめてい
くとしづ手法でふりかえりを行った。
まずはグ、/し~ーフOで、行い、各班の作品を説明しながら発
表しj材ぎしてし 1ったD その後、さらに各自で画像を少し
小さくしたもので取り組ませt~ すると、ク寸ルーフ。で、取
り組んだ、以上に多彩なまとめがで、きたD 良かった点とし
ては、 2回のふりかえり作業によってこれまでの学習を
開確認できたこと、自分の中で学びを整理する時間がで
きたことであるD できれば多彩なまとめを互いに見せ合
いながら共有する時間がもてると更によかったと感じて
いる。
5.課題と今後の展望
今年度は嗣託子とし1うことで、さまざまな取組を試みた。
この段階で紀要に書くとし 1うことが申し訳なし 1ほどの試
千雅語呉の1年だ、った。先が見えずどこをゴールにしたら
良いのか、もがき苦しんたそれは、いくら科目として
のねらし1があったとしても、引き出す方j去は教科によっ
て異なる。ここまでやってきて思うのは、やはり私は家
願ヰの教員であるため、家庭基礎をベースに授業を展開
するとしづと、生徒自身が島分の生活について考えるこ
と、そこにつながるような取り組みを居、いつくことが多
しL もしかすると、世界に視野を広げる取り組みとして
は、当初澱待されてし、叱たものよりも狭カか瓦りつたかもしれな
し、D その
1年間が終わつてふりカか瓦えつてみると、世界にまで視
野を広げることにより、今までの家庭基礎で取り上げて
きた内容についてもグローバルな視点を養うための材料
となることに気付し 1た。しかし、今までの家庭却礎と異
なり、意識したことは、 f生活者として私たちのこれから
の在り方を考えるj ことに、“地球に住む私"とし\う祝I~
を盛り込んだことである。ドj:出求市民として私たち生活
者はこれからどのように生きていくか、ヨミ活していくか
を考えるリのである。
グ、ロー ノくノレって何だ、ろう。そもそも日本の生活文化っ
て何だろう。世界とつながるとは?というようにグロー
パルライフの取り組みについて、様々なとらえ方がある。
生徒にとってとらえにくいところもあったようである。
よってガ、イダンス時の説明が重要となる。「イ可を学ぶか」
r ft-ii~学ぶの州については、各取り組みの|際に丁寧に
説明してきたつもりで、はあったが、私の担当したクラス
以外では、最後の感想文に世界のことをやるのに何で日
本のことをやるのかとし、うことに意義を見出せず困惑し
たとしづ生徒の様子も見られた。最後まで放り出さずに
真剣に向き合ってくれた生徒U翻 tすると同時に、その
切実な意見を次年度に活かしたい。また、教材のアイデ
ィアや協力を申し出てくださった先生方のおかげで1年
間やり遂げることができたこと同謀議沖し上げたしL
最後にとった生徒のアンケートに「今まで国際に興味
なかったけれど、ちょっと考えてみょうかなと思いまし
たj としづ一言があった。いろいろと身に付けさせたい
力、養いたし時見誌はある。でも、まずは基忍喜平ヰ自として
{ちょっと考えてみょうかなj という思いを全ての生徒
に持たせること。見えていなかった問題が見えるように
なること。これが初めの一歩である。家庭科は従来から
“私の生活"を軸に考える教科である。ただ、私たちの
生活は、すでに地球規模で考えなければならないことが
山のようにある。しかし、 “私の生活"がどのようにし
て成り立っているかは見えにくい。しかも、“私の生活"
がどのようにして成り立っているかを知るだけでは、 fへ
~そうなんだ」で、終わってしまい、生徒は必ずしも自分
の身近に引き者せることはできない。
し、かに身近にするか。家厨ヰがこれまで、にも行ってき
た“私の生活"に関わる体験的な学びから考えさせ、“私
の生活"をじっくりと考えることで、“自分の生活"と“社
会"とがどのようにつながっているかについて気付かせ
られるのではなし功吃考えている。他人事ではなく、自
分事にするための科目になるよう努めたしも今後も地球
市民性を養うために窮乏科としてできることを考えてい
きたしも
-80-
く授当期見要>
学習項目
家庭科を学ぶ意韓
学習方法 学習内容 時間
学i自分の生活を見つめる⑤
期I(家庭経済分野)
科!ヨプ1/1ダンス(1 Hl、
講義小ーヅノート(Jス下 WSl~<己入( 17村)
ガイダンス
家庭料で~T士、"ことは{守合、
自分の生活を家庭経済の面から見つめる
l これ[てにや、に功、治、っt:お金しいベi:，? 
2. -1)、月の生 :i~ 符子 lì~ 立て発表 (4Hl
3 雇用丹~ Iきと iヨ本ジリlU大
4 給与 liJ1~~UIJ\L>)J-; irL-につL、て主口る
( q-Z入 支:1. !1， F~: に WI しての主口 UI\ ) 
5 消費生活のJIW~ について考え.7.，
18 
グローパルライフ試行開始
自分の圏の文化
~食分野から考える~
ギ13プ/イタ'ンス(1Hl、
⑦(玄Cj:t~J ~生 WS'<己入 (7Hl
〔迫)(5: '~~習決 '11 (41イ)
(る〉グルー フて?くJ5;h.発表 4 共有C2H)
?
??
ガイダンス
グローノ(，しライフの校業をコ返して学二」と考えてほL，、こと(I主徐)
4受業の;1l灼ブ7'll~ 1)組J_"1j(学習:;;~;のお'faJJ! ~~)，、て)
5本の金文化について理解する
1 日本のftの現状~栄養泌 1
2 日本の食生 d舌の変化
3 キ"ftと1f号か。然丹 ~)(jヒ逃)~~ .長録"11"来 1)、レ)_:t-え，:，
4 キリ ftの基本 だL/こ勺いて主口乙味;/)')
5 ー γ|一三来献立に挑;iW
O. 'f" f守と1何由、(~'ij色ぜさ/"1.' ~~・ 1云えたい点寺nについて改めて考えと3
14 
一一一一一一一一一一一一ーベ一一一一一一一 ~~~'I一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一叶一一
私たちの食と世界とのつながり・私たちの生活について考える①
B:2ドと世界とのつながり⑦
~現代の食・生活の現状を知り、
その背景について考える~
講義'WS''-記入、 1 . iムたんの:1.:舌に欠かせなL、〆、ーム51h
PC' 7.ブ一ト7インプ九なムピ.とど，てでd言
i問:日叶:ヰH題!逗lH提是起(什1Hイ) ω f食t卒料IE臼当 給 iキネ干苧: 4 
7J!，1" 学ち/C1汁)
jfyI' 1.え(2Hl
己α③ i会E
③ f食t，;♂品7ち3口スの原 l日凶2臼3 
吟J食品 1コス;はんすに1( ;'X[.Ji!lO)!:I: ~担 J乙私た九の'?_:!，M.有効活用ユIf{í'll
日本と世界とのつながり②
~現代の食・生活の現状を知り、
その背景について考える~
講義 WS〆¥記入、
PC ス?一寸iフ喧 / えな.とど，て
(1υ)1→ 
C2."2H 
(3)2H 
@)lH 
(ゐ2H
(Q)2H 
私たちの食と世界とのつながり・私たちの生活について考える②
日本の{史tl]てどコ/ビニエンスストアから労えろ
1. idニちの生-;1;とコンビニ(十EJ1i 1ンタビュー)
2 日本のコンビニ10社特徴討，i，]'<C企業 J)j!念 1)-ー ピス1)、J';:;等)
3.2.の共有
4 弁当 iJ:.文ゲーム""1更手1]を支えていろ仕組みを知乙~
10 
3 
21色合ゐ主治臼づめ詰すー
ら コンビニ経営!こっL、て
O.これからの私とコンビニについて~私允んの生;i引在り方均、L-，'考える~
講義 'WSヘ記入、
異なる文化背景をもっ人との
交流を通じて
私たちのこれからの生活の
あり方について考える
PC.7.7 トー-;，ンなどで1;，;1べ学泣、
(1)(2)41→ 
(お2H
@)⑤3H 
私たちの食・臼本の生活についてもう一度考える
iヨ本にイ王むアト由絡の人と交流L 改めて日本のことについて考え乙。
1 交流すと，t-El手のIJについて誠べよ 7
2. iヨ本の生活の当fミ1)前ヮてi可だん)
3. Iヨ本に1.Uン留学生との交;'hL
4.交;1tを.ふりかえる
5. Iヨ本人の私fこちがii!-Y~ とのつな治くりを J 、まえて
これからの私たちの生活、ありプfに勺いて考える
9 
<3学期:外国の人との交流>
←ハ‘ンゲ7デシュ料控を試食
iJ吉辛子が努jし、てるね"-J
↓ 
<2学期:だしを知る・味わう
~すましパー を試食""-->
←もみじ誌で秋を先取り
椀を開けた瞬間は、
「わぁ~! Jと歓声も
?
?
